
・輸出
１．輸出相手国割合（2020年5月）

１位：スイス 41.5%
２位：中国 21.9%
３位：コンゴ(民) 14.0%
４位：シンガポール 11.6%
５位：南アフリカ 3.3%
その他 7.7%

２．主要輸出品目
電解精錬用の銅陽極／エレクトロウォン銅陰極
／粗銅／硫酸／発煙硫酸／セメント／甘蔗糖

・輸入
１．輸入相手国割合（2020年5月）

１位：南アフリカ 30.0%
２位：中国 19.0%
３位：アラブ首⾧国連邦 6.0%
４位：インド 5.0%
５位：米国 2.7%
その他 37.2%

２．主要輸出品目
石油／内燃機関用燃料／軽油／硫黄／医薬品

*1 GDP at market prices (Current USD)
*2 2020年1月から5月までの貿易額。1USD=16.53ZMW（2020年5月ま

でのザンビア中央銀行為替相場月平均を用いて換算）
*3 2020年1月から5月までの貿易額。1USD=108.8円（2020年5月までの

日銀基準外国為替相場月平均を用いて換算）
＜出典＞ 1, 2, 5, 16, 19:EIU Country Report／3: ILO／4:The World 
Factbook (CIA) ／8, 9, 10, 12, 14: Monthly Bulletin (CSO)／ 7: World 
Bank／11, 13, 15:日本国財務省貿易統計／6, 17, 18:IMF／ 20: Ministry 
of Finance／21, 22:Bank of Zambia

マクロ経済レポート（2020年6月）
在ザンビア大
経済・開発協力班

２．主要マクロ経済指標

１．主要経済ニュース

３．貿易統計

１．ナコンデ郡の経済活動が再開（Times of Zambia, 4日）
新型コロナウイルスの影響を受けて閉鎖されていたナコンデ郡にあるザンビアの入国ポイントの一時閉鎖措置が解除
されたことで，同郡の国境沿いを企業の車両が通常どおり通過することが可能となった。

２．アフリカ開発銀行，栄養関連事業を推進（Times of Zambia, 10日）
9日，アフリカ開発銀行（AfDB）は，ルサカで公表されたステートメントのなかで，アフリカ諸国が新型コロナウイ
ルスに起因した栄養・食料安全保障面の危機を迅速かつ⾧期的視点を持って対処することを支援するための戦略的
ロードマップを公表した。

３．政府とWFP，生活困窮者に現金給付支援（Times of Zambia; Daily Mail,  12日）
政府と世界食糧計画（WFP）は，新型コロナウイルスにより酷く影響を受けたカフエ，リビングストン，ルサカ，キ
トウェ及びンドラの100万世帯に対して，月額400クワチャから875クワチャを給付する方針である。

４．政府，パリクラブからの債務の返済延期を要請（Times of Zambia; Daily Nation, 16日）
財務省のカンデタ報道官は，ザンビア政府がパリクラブの全債権者に対してザンビア政府がパリクラブに負う債務の
元本及び利息の支払いを2020年5月から12月末までの間，延期するよう要請したと発表した。

５．カズングラ橋建設事業，全工程の98%が完了（Daily Mail, 18日）
総額2億5,930万米ドル規模のカズングラ橋建設事業について，全工程の98%が完了した。カズングラ橋は完成後，ザ
ンビア政府及びボツワナ政府に引き渡される予定である。右事業は2014年から日本政府及びAfDBの協調融資支援のも
と，JICAを通して実施されている。

６．政府，新型コロナウイルス債の発行を決定（Times of Zambia, 23日）
内閣は，新型コロナウイルス債の発行により調達予定の80億クワチャ規模の経済刺激策に関して，右刺激策の実施を
原則として承認し，退職者，請負業者及び供給業者への支払いを含む国家の脆弱分野の財源とすることを決定した。

７．政府，IMFと財政危機に係るオンライン形式の会議を開催（Daily Nation, 24日）
IMFは，ザンビア政府とオンライン形式の会議を開催し，同政府による緊急財政支援要請，新型コロナウイルス禍に
おける経済対策及び中期的なマクロ経済政策について協議することを公表した。同会議は6月22日から7月1日にかけ
て開催される。

８．ルング大統領，国内空港の運営再開を指示（Times of Zambia; Daily Mail, 26日）
ルング大統領は，3月に実施した国内の新型コロナウイルス蔓延防止のための空港閉鎖措置を解除し，国内3か所（リ
ビングストン，ンドラ，ムフエ）の空港について運営を再開するよう指示した。右空港の再開措置は，新型コロナウ
イルスにより酷く打撃を受けた観光業界の復興を目的としている。

マクロ経済指標 2019年 2020年
1. 人口（百万人） 17.9 (est) 18.4 (est)
2. 人口増加率（%） 2.87 (est) 2.79 (est)
3. 失業率（%） 11.4 11.4
4. 平均寿命（男／女） 51.4/54.7 (est) -
5. GDP（百万米ドル）*1 25,512 (est) 19,411 (est)
6. GDP成⾧率（%） 1.52 -3.51 (est)
7. 一人当たりGNI（米ドル） 1,430 -
8. インフレ率（%） 7.9 (Dec) 15.9 (Jun)
9. 消費者物価指数（2009年=100） 216.99 (Dec) 264.94 (Jun)
10. 貿易収支（百万米ドル） -438.39 527.99 *2
11. 対日貿易収支（百万米ドル） 109.86 -58.78 *3
12. 輸出（総額, 百万米ドル） 9,059.36 2,677.55 *2
13. 対日輸出（百万米ドル） 168.3 90.78 *3
14. 輸入（総額，百万米ドル） 9,497.75 2149.56 *2 
15. 対日輸入（百万米ドル） 58.44 149.56 *3
16. 経常収支（百万米ドル） 241 -420 (est)
17. 対外直接投資（百万米ドル） 5,048 -

18. 対内直接投資（百万米ドル） 25,777 -

19. 金・外貨準備高（百万米ドル） 1,450 1,073 (Jun)

20. 対外債務残高（百万米ドル） 11,300 11,300 (2019)
21. 為替レート（対米ドル） 10.45ZMW 18.18ZMW (Jun)
22. 主要政策金利（現行，年利％） 9.75 (Nov) 9.25 (May)


